
26Tokushima Economy Journal

　
最
初
の
戦
国
天
下
人
三
好
長
慶
が

永
禄
七(

一
五
六
四)

年
七
月
四
日

に
飯
盛
山
城(

大
東
市
・
四
條
啜
市)

で
病
死
し
て
、
数
年
間
に
十
河
一
存
・

三
好
実
休
・
安
宅
冬
康
の
兄
弟
、
嫡

子
の
義
興
の
死
去
と
相
ま
っ
て
三
好

政
権
が
揺
ら
ぎ
、
そ
の
威
勢
が
衰
亡

す
る
。

　
三
好
長
慶
の
後
を
義
継
が
嗣
ぎ
、

三
好
長
逸
・
三
好
政
康
・
岩
成
友
通

の
三
好
三
人
衆
が
補
佐
し
、
松
永
久

秀
と
共
に
勢
力
維
持
を
図
っ
た
。
永

禄
八
年
五
月
に
三
好
三
人
衆
・
松
永

久
通
勢
が
将
軍
足
利
義
輝
を
弑
逆
し
、

阿
波
公
方
の
足
利
義
栄
の
擁
立
を
阿

波
三
好
勢
の
篠
原
長
房
と
三
人
衆
が

図
っ
た
が
、
松
永
久
秀
と
対
立
し
、

抗
争
が
展
開
さ
れ
る
。
よ
う
や
く
に

将
軍
宣
下
を
受
け
て
第
十
四
代
将
軍

に
就
任
し
た
の
は
永
禄
十
一(

一
五

六
八)

年
二
月
八
日
で
あ
っ
た
。
そ

の
過
程
の
混
乱
に
応
じ
て
、
足
利
義

栄
と
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
足
利

義
昭
を
奉
じ
て
織
田
信
長
が
そ
の
年

の
九
月
に
上
洛
し
、
三
好
氏
に
代
わ

っ
て｢

天
下
布
武｣

を
図
る
。
京
畿

を
追
わ
れ
た
三
好
勢(

三
好
康
長
・

三
人
衆)

が
堺
の
会
合
衆
の
応
援
を

受
け
て
京
の
本
圀
寺
に
駐
在
す
る
足

利
義
昭
将
軍
を
逆
襲
す
る
が
、
分
裂

し
て
い
た
三
好
義
継
、
明
智
光
秀
勢

に
後
方
か
ら
襲
撃
さ
れ
て
敗
退
す
る
。

急
拠
に
信
長
が
岐
阜
よ
り
上
洛
し
て

堺
の
会
合
衆
の
抑
圧
、
京
畿
支
配
を

展
開
す
る
。

　
信
長
の
天
下
布
武
に
抵
抗
し
た
三

好
勢
の
最
後
の
合
戦
が
野
田
・
福
島

の
合
戦
で
あ
る
。
元
亀
元(

一
五
七

〇)

年
八
月
開
戦
、
年
末
に
天
皇
の

和
議
仲
介
で
終
わ
る
が
、
野
田
・
福

島
合
戦
が
そ
れ
以
後
一
〇
年
に
渡
る

石
山
合
戦
の
最
初
と
な
る
。
野
田
・

福
島
は
大
阪
市
福
島
区
で
、
野
田
城

趾
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は

低
湿
な
デ
ル
タ
地
帯
で
あ
っ
た
。
三

好
三
人
衆
が
微
高
地
に
築
城
し
て
、

地
の
利
を
活
か
し
て
戦
う
。
三
好
勢

は
三
人
衆
に
三
好
康
長
・
安
宅
信
康
・

十
河
存
保
に
細
川
信
良(

昭
元)

・

斎
藤
龍
興
、
そ
し
て
阿
波
か
ら
の
細

川
真
之
・
三
好
長
治
・
篠
原
長
房
軍

が
加
わ
り
、
そ
れ
に
紀
伊
の
雑
賀
鉄

砲
衆
を
率
い
る
雑
賀
孫
一(

鈴
木
重

秀)

が
加
わ
る
。
織
田
勢
は
織
田
信

長
・
足
利
義
昭
・
細
川
藤
賢
・
和
田

惟
政
に
信
長
に
属
し
た
三
好
義
継
・

松
永
久
秀
・
久
通
、
そ
し
て
紀
伊
の

根
来
衆
と
分
裂
し
て
信
長
に
属
し
た

雑
賀
衆
が
加
わ
る
。
こ
の
野
田
・
福

島
の
合
戦
は
野
戦
よ
り
も
根
来
・
雑

賀
衆
の
鉄
砲
合
戦
が
行
わ
れ
た
。『
信

長
公
記
』
の
巻
三｢

野
田
・
福
島
御

陣
の
事｣

に｢

野
田
・
福
島
の
十
町

ば
か
り
北
に
、
海
老
江
と
申
す
在
所

候
。
公
方
様
・
信
長
公
、
御
一
所
に

詰
め
陣
に
御
陣
を
す
え
さ
せ
ら
れ
先

陣
は
勿
論
、
夜
々
に
土
手
を
築
き
、

そ
の
手
そ
の
手
を
争
ひ
、
塀
際
へ
詰

め
寄
せ
、
そ
の
数
を
尽
し
、
城
楼
を

上
げ
、
大
鉄
砲
に
て
城
中
へ
打
ち
入

れ
、
責
ら
れ
候
。
根
来
・
雑
賀
・
湯

川
・
紀
伊
国
奥
郡
衆
二
万
ば
か
り
罷

り
立
ち
、
遠
里
小
野
・
住
吉
・
天
王

寺
に
陣
取
り
候
。
鉄
炮
三
千
挺
こ
れ

あ
る
由
に
候
。
毎
日
参
陣
候
と
、
攻

め
ら
れ
候
。
御
敵
身
方
の
鉄
炮
、
誠

に
日
夜
天
地
も
響
く
ば
か
り
に
候
。

然
れ
ば
、
野
田
・
福
島
種
々
懇
望
致

し
、
無
事
の
儀
申
し
扱
ひ
候
と
雖
も
、

迚
も
程
あ
る
べ
か
ら
ず
の
間
、
攻
め

干
さ
る
べ
き
由
候
と
、
ご
御
容
こ
れ

な
く
、
野
田
・
福
島
落
去
候
は
ば
大

坂
滅
亡
の
儀
と
存
知
候
歟
。｣

と
織

田
方
の
目
で
記
録
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
鉄
砲
三
千
挺
・
大
鉄

砲
、
日
夜
天
地
も
響
く
ば
か
り
、
根

日
本
を
外
か
ら
見
る

医
療
法
人
の
承
継
対
策
　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

三
好
氏
か
ら
織
田
氏
へ

売
上
を
伸
ば
す
方
法

第
1
作
業
部
会
の
主
な

結
論

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定
　 

量
　 

目
　 

標

Ⅱ
地
理
的
表
示
制
度
に

　
つ
い
て始
　
　
め
　
　
に

国

内

法

の

成

立

地
理
的
表
示
の
イ
メ
ー
ジ

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

　 横田内膳正村詮の肖像軸

(米子妙興寺蔵・中村郁夫撮影)

久米田寺案内板

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き
　
め

じ
ゃ 

ま 

な
か

こ 

ぎ
ょ
う 

き

打
か

し
も
ご
え

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

～
大
河
ド
ラ
マ
『
南
海
道
の
晴
嵐
』
を
期
し
て
（
一
七
四
）

文
・
出 

水
　
康 

生

三
好
・
織
田
・
豊
臣
・
徳
川
時
代
に
生
き
る
横
田
内
膳
正
村
詮

阿
波
岩
倉
・
和
泉
岸
和
田
・
近
江
水
口
・
駿
河
駿
府
・
伯
耆
米
子
へ
の
変
転
（
六
）

Monthly Topics

国の史跡公園形成中の風景

平成２年再建の復元鷲の門と石垣

月見(付見)櫓の立っていた阿波青石の石垣と堀

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〟一
氏
と
村
詮
の
出
会
い

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

久米田寺から生駒山を臨む

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

野
田
・
福
島
の
合
戦
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ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

ト
ッ
プ
と
現
場
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

特

徴

※

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
量
と

国
内
の
賦
存
量

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

人
材
育
成
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

①
短
期
的
な
取
り
組
み

・
業
績
賞
与

・
成
果
配
分
制
度

・
年
俸
制

・
個
人
賃
金
変
動
費
化

②
中
長
期
的
な
取
り
組
み

・
人
材
育
成

・
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金

・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

③
賃
金
以
外
の
取
り
組
み

・
人
材
ミ
ッ
ク
ス

・
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

㌧

新町谷川を堀とする岩倉城跡と高速徳島道の高架 足利義昭・織田信長が布陣した天満神社の現在

米子市の普平山妙興寺の横田内膳墓碑

蘇鉄の寺の妙国寺、樹齢1200年の蘇鉄

日
珖
と
実
休
と
村
詮

普
平
山
妙
興
寺

来
・
雑
賀
・
湯
川
・
紀
伊
国
奥
郡
衆

二
万
ば
か
り
罷
り
立
ち
、
と
記
録
さ

れ
る
こ
と
が
驚
異
の
こ
と
で
あ
る
。

｢
大
坂
滅
亡
の
儀
と
存
じ
候
か｣

と
は

石
山
本
願
寺
が
、
野
田
・
福
島
で
三

好
勢
が
敗
北
す
れ
ば
、
信
長
が
次
の

標
的
と
し
て
攻
め
て
来
る
こ
と
を
危

惧
し
て
、
顕
如
法
主
の
命
令
に
よ
っ

て｢

本
願
寺
の
鐘｣
が
打
ち
鳴
ら
さ

れ
、
門
徒
一
揆
の
総
力
を
上
げ
て
三

好
勢
を
応
援
し
、
反
信
長
の
旗
幟
を

明
白
と
し
て
信
長
包
囲
網
の
中
心
に

位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
好
長
慶

が
天
下
人
に
飛
翔
す
る
契
機
と
な
っ

た
武
門(

細
川
晴
元)

と
本
願
寺(

証

如
光
教
法
主)

の
講
和
仲
介
以
来
に

三
好
氏
と
本
願
寺
の
関
係
は
濃
密
で

良
好
で
あ
っ
た
。
野
田
・
福
島
の
合

戦
で
の
信
長
と
の
講
和
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
篠
原
長
房
は
法
主
と

縁
者
の
女
性
を
正
室
と
し
て
い
た
。

　
一
五
七
〇
～
八
〇
年
の
石
山
合
戦

の
十
年
は
日
本
史
上
の
有
名
事
件
が

山
積
す
る
。
野
田
・
福
島
合
戦
で
の

三
好
勢
の
最
後
の
抵
抗
で
阿
波
・
讃

岐
・
淡
路(

Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル)

を
本
拠
と
し
た
三
好
長
慶
・
戦

国
三
好
一
族
の｢

環
大
阪
湾
政
権｣

が
終
末
と
な
る
。

　
阿
波
公
方
足
利
義
栄
と
従
兄
弟
で

あ
る
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
織
田
信
長

が
上
洛
を
し
て
三
好
氏
の｢

理
世
安

民｣

の
旗
幟
に
代
わ
っ
て｢

天
下
布

武｣

を
京
畿
に
立
て
る
。
足
利
義
昭

と
織
田
信
長
の
蜜
月
は
長
続
き
せ
ず
、

義
昭
将
軍
が
全
国
各
地
の
大
名
に｢

御

内
書｣
を
発
布
し
て
石
山
本
願
寺
を

中
心
と
す
る
信
長
包
囲
網
を
形
成
す

る
。
そ
の
御
内
書
の
檄
に
応
じ
て
武

田
信
玄
が
甲
斐
よ
り
上
洛
軍
を
起
こ

し
三
方
原
で
徳
川
家
康
を
一
蹴
し
て

一
気
に
上
洛
す
る
か
に
見
え
た
。
そ

の
威
勢
に
応
じ
て
松
永
久
秀
が
包
囲

網
を
離
れ
て
多
聞
山
城
に
帰
城
し
た

が
、
信
玄
が
途
中
で
死
去
し
て
期
待

が
裏
切
ら
れ
て
久
秀
が
多
聞
山
城
と

不
動
国
行
の
名
刀
を
献
上
し
て
雌
伏

す
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
信
長
と

講
和
し
た
後
に
阿
波
に
帰
国
し
た
篠

原
長
房
が
三
好
長
治
勢
と
傭
兵
の
雑

賀
鉄
砲
衆
に
よ
っ
て
上
桜
城(

吉
野

川
市
川
島
町)

で
天
正
三
年
七
月
に

悲
惨
な
討
死
を
す
る
。
そ
の
時
に
岩

倉
城
の
横
田
内
膳
が
初
陣
し
た
か
と

さ
れ
、
堺
の
妙
国
寺
で
日
珖
上
人
に

二
〇
歳
で
帰
依
し
て
史
上
に
登
場
す

る
。
武
田
信
玄
の
上
洛
に
応
じ
て
足

利
義
昭
将
軍
が
信
長
か
ら
離
反
し
て

槙
島
城
に
籠
城
す
る
。
激
怒
し
た
信

長
が
槙
島
城
を
攻
め
、
義
昭
が
妹
婿

で
あ
る
三
好
義
継
を
頼
っ
て
若
江
城

に
入
城
し
、
そ
の
後
に
紀
伊
の
由
良

興
国
寺
に
脱
出
し
、
毛
利
氏
の
支
配

下
の
安
芸
の
靹(

福
山
市)

に
移
動

し
て｢

靹
幕
府｣

を
形
成
し
て
信
長

の
天
下
布
武
に
抵
抗
す
る
。
三
好
義

継
が
義
理
・
人
情
で
足
利
義
昭
を
匿

っ
た
こ
と
を
罪
と
さ
れ
天
正
元
年
十

一
月
に
義
継
が
妻
子
と
共
に
自
刃
す

る
。
三
好
長
慶
の
後
の
三
好
宗
家
が

滅
亡
す
る
。

　
石
山
合
戦
中
の
天
正
三
年
に
織
田
・

徳
川
連
合
軍
が
長
篠
合
戦
で
三
〇
〇

〇
挺
の
三
段
撃
ち
で
風
林
火
山
の
武

田
騎
馬
軍
団
を
撃
破
し
た
。
こ
れ
と

同
時
期
に
三
好
義
継
の
滅
亡
の
後
に

畿
内
で
三
好
の
名
を
継
承
し
て
い
た

三
好
康
長
が
三
ヶ
月
葉
茶
壺
を
献
上

し
て
髙
屋
城
で
信
長
に
降
伏
し
た
。

康
長
は
石
山
本
願
寺
と
の
信
頼
関
係
、

三
好
氏
の
本
拠
の
四
国
に
強
い
影
響

力
を
持
つ
こ
と
で
信
長
に
重
用
さ
れ

る
。
天
正
五
年
に
越
後
の
上
杉
謙
信

が
上
洛
軍
を
起
し
能
登
七
尾
ま
で
怒

涛
の
進
撃
を
す
る
。
そ
の
威
勢
に
応

じ
て
松
永
久
秀
が
本
願
寺
包
囲
の
天

王
寺
砦
か
ら
信
貴
山
城
に
帰
還
、
籠

城
す
る
。
信
玄
と
同
様
に
謙
信
も
上

洛
し
な
か
っ
た
。
失
望
し
た
久
秀
が

信
貴
山
城
の
天
守
閣
の
上
で
、
献
上

す
れ
ば
赦
免
す
る
と
さ
れ
た
平
蜘
蛛

の
茶
釜
に
爆
薬
を
込
め
て
自
爆
す
る
。

時
を
同
じ
く
し
て
阿
波
三
好
家
の
当

主
の
三
好
長
治
が
別
宮
長
原
で
自
刃

し
、
康
長
の
子(

縁
者
か
？)

の
三

好
式
部
少
輔
康
俊
が
追
腹
を
切
っ
て

殉
死
す
る
。
そ
の
こ
と
で
土
佐
の
長

宗
我
部
元
親
勢
が
三
好
郡
に
攻
め
入

り
三
好
氏
の
名
の
本
拠
の
三
好
・
美

馬
郡
と
阿
南
の
海
部
・
那
賀
郡
を
支

配
下
に
置
く
。
四
国
・
中
国
・
九
州

で
も
戦
国
乱
世
と
な
り
、
四
国
で
は

長
宗
我
部
元
親
が
土
佐
を
統
一
し
て

四
国
山
脈
を
越
え
て
白
地
大
西
城(

三

好
市
山
城
町)

を
拠
城
と
し
て
西
讃

岐
・
東
伊
予
を
支
配
下
に
置
き
、
吉

野
川
を
下
っ
て
三
好
氏
の
芝
生
城
・

重
清
城
・
岩
倉
城
ま
で
支
配
下
に
置

く
。
長
宗
我
部
元
親
と
織
田
信
長
と

の
間
に
は｢

四
国
は
切
り
取
り
次
第｣

と
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
三
好
康
長

の
懇
望
に
よ
っ
て
方
針
が
転
換
さ
れ
、

明
智
光
秀
ー
長
宗
我
部
元
親
の
路
線

か
ら
羽
柴
秀
吉
ー
三
好
康
長
の
路
線

に
転
換
さ
れ
、
康
長
が
信
長
の
三
男

の
信
孝
を
養
子
と
し
て
、
天
正
十(

一

五
八
二)

年
六
月
三
日
に
信
孝
を
大

将
・
丹
羽
長
秀
を
副
将
と
す
る
四
国

平
定
軍
が
岸
和
田
か
ら
渡
海
す
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
、
平
定
後
は
阿
波
国

主
に
三
好
康
長
、
讃
岐
国
主
に
三
好

(

織
田)

信
孝
が
封
ぜ
ら
れ
る
国
分

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
前
日

の
光
秀
の
謀
反
に
よ
る
本
能
寺
の
変

で
水
泡
に
帰
す
る
。

　
秀
吉
が
毛
利
氏
攻
め
か
ら
大
返
し

を
し
て
光
秀
の
十
日
天
下
と
し
、
信

長
の
後
継
者
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ

て
大
徳
寺
で
葬
儀
を
挙
行
し
、
三
好

長
慶
の
菩
提
の
聚
光
院
の
隣
り
に
信

長
の
た
め
に
総
見
院
を
建
立
す
る
。

　
天
正
十
年
十
月
十
五
日
大
徳
寺
で

の
葬
儀
の
七
日
後
に
、
こ
れ
ま
で
に

書
い
た
こ
と
に
関
係
し
て
の
秀
吉
の

本
願
寺
下
間
頼
廉
宛
書
状
が
あ
り
、

中
村
一
氏
が
登
場
し
、
横
田
内
膳
と

の
出
会
い
を
予
測
さ
せ
る
。

　「
就
其
今
度
之
雑
説
に
根
来
之
事
、

泉
州
知
行
等
出
入
在
之
由
候
之
条
、

遂
糺
明
為
可
申
付
、
廿
五
日
、
為
先

勢
中
村
孫
平
次
、
伊
藤
掃
部
、
浅
野

弥
兵
衛
、
若
江
三
人
衆
、
三
好
孫
七

郎
、
同
山
城
守
、
其
外
人
数
差
遣
候
」。

中
村
孫
平
次
は
中
村
一
氏
、
伊
藤
掃

部
は
伊
藤
祐
時
、
浅
野
弥
兵
衛
は
長

政
、
三
好
孫
七
郎
は
康
長
の
養
子
と

な
っ
た
秀
次
、
三
好
山
城
守
は
三
好

康
長
の
こ
と
。
一
氏
が
岸
和
田
城
主

に
な
る
よ
り
二
年
前
に
三
好
康
長
ら

と
共
に
紀
州
根
来
へ
の
出
征
。
康
長

を
介
し
て
の
中
村
一
氏
と
横
田
内
膳

の
出
会
い
が
推
測
さ
れ
る
。

た
ば

『
三
好
記
』
の
内
膳
正
の
記
録

長
宗
我
部
勢
の
阿
波
侵
攻

・
・

・

河岸段丘の城地から岩倉城本丸跡

岩倉城本丸跡から上桜城方面を眺む

長宗我部勢と三好勢との間で謀略、
争奪戦が展開された重清城跡

い
く
さ

く
み

か
り

岸
和
田
の
地
政
的
位
置

石
山
合
戦
の
十
年

久米田合戦での三好実休戦没地石碑

紀伊北部の畠山氏の山城跡を眺む

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

中
村
一
氏
の
登
場

野田･福島の合戦の時に三好康長ら一族が

野田藤歌を詠んだ野田藤神社の現在

ニ

一

レ

ニ

一

ニ


